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「サステイナビリィ学の創生とTIEPhへの期待」
サステイナビリィ学連携研究機構（IR3S）副機構長
　　　　　東京大学大学院農学生命科学研究科教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　武内　和彦
　今回は、サステイナビリティ学の創生と、新しいイニシアティブへの期待についてお話
ししたい。その際に、複雑化する環境汚染や公害から地球環境問題にいたるまでを、私の
生い立ちとからめて考察したい，
　私は1951年生まれで、丁度20世紀後半から今日までを生きてきたcまさに公害と経済
成長の時代を経験したものとして、環境問題に関わっている。そのような経験を踏まえて、
私自身は、この新しい学問であるサステイナビリティ学について考えていきたい。そして
また、その学問の目指すところは持続可能な社会を実現することと考えているのである。
　確かに難しい試みではあるが、今とは違った、もう少し資源や環境に配慮した新しい社
会を作っていくことが、これからの非常に重要な課題であるという認識の下に社会像を考
えていく必要がある。私が小学校入学のときの写真を見てみると、戦後すぐの時代である
ため道路は未舗装で、建物はバラックであることが分かる，オート三輪などがあって、ま
るでタイムスリップしたかのように見える風景だが、これはたった五十数年前の日本なの
である。
　1951年以降、私達はずっと経済成長をしてきた。そして、その恩恵を受け、今日の豊か
な生活を享受している。しかし、こうした豊かな生活を享受している一方で、私達は様々
な社会的問題にも直面してきたのである。
　私が小学校4年生の時の教科書を見ると、「八幡製鉄所」に関する記述に、「うなりをた
てて動いている機械の音、夜空を赤あかとそめて、もえつづけているようこうろの姿など、
みないきいきとしています。八幡は鉄の都といわれています」という記述があるcつまり
今でいう、騒音や大気汚染は繁栄の象徴であり、誰もそれを疑わなかったのである．これ
こそがまさに日本の成長の証であるとして描かれている。
　ところが、中学校の頃になると少しトーンに変化が生じてくる。私が中学生の時の社会
科の副読本では、「このような工業地帯の開発に伴っていろいろな問題が起こってくる。例
えば臨海工業地区では製鉄工場の石炭・鉱石ヤード（粉塵）が、港や松江地区に酸化鉄を
出す煤煙なども市の空を覆っている。また、市の中心を流れる和歌川沿いの工業地帯の廃
液や一般家庭の下水で汚染され、1950（昭和29）年には下流の和歌海苔が大被害を受けた」
という記載になっている，
　つまり、私が小学生の時には大経済成長のシンボルであった現象が、中学生の頃には、
まさに自分達の生活を脅かす公害として認識されるようになった、そこで私は、大学に入
って公害問題に関心を持ち、環境について勉強しようと思ったのである。
　このことは、経済成長や社会の仕組みが非常に大きく変わったことを現しているが、し
かし他方で、それに対する人々の意識も時代によって非常に大きく変わってきたことを示
している．
　私は最近、北九州市の垣迫さんという、八幡で育った環境局長と話す機会をもったのだ
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が、彼も「全く同じだ」という見解だった、つまり、「自分達が子供の頃は煙が悪いものだ
などとは誰も思わなかった．これが私達の発展だ」と思っていたのである。
　しかしその後、こうした問題の解決が社会に求められるようになり、彼自身環境局長と
して働くことにより、環境をずいぶん改善してきた，彼は自分自身がそうした問題に貢献
できることを大変誇りに思っていると述べていた．その思いは、私にとっても同様なので
ある，：
　実はこうした公害問題に一番巧く対処したのが日本であった，夜空を赤あかと染めてい
た北九州の環境はきれいな空を取り戻し、汚れた湾も生きた湾へと回復した　北九州の成
功は、おそらく世界でも最も環境問題に成功した例だと考えられ、H本全体で見ても、環
境問題に対して非常に顕著な成功を収めたと思われる。
　しかし、それだけで問題が終わったのではなく、次第に地球環境という問題が顕著にな
ってきたc北極の氷床の状態の統計を見ると、21世紀前半になってからは明らかに氷床の
状態が後退しているのである。
　多くの人はこれを地球温暖化と結び付けて議論を行うが、事態はそう単純ではない。そ
もそも地球温暖化の原因とは何か、地球温暖化がどのように起こるか、その結果として気
温がどの程度上昇するのか、ということと、それが氷床に対してもたらす影響ということ
の間には、様々な問題があり、それを解いていかない限り、単純に「これが地球温暖化で
ある」と規定することはできない。
　それ故に、その複雑な問題に対して、多くの人が様々な取り組みを行っているのである。
そのような取り組みの一つとして、気候システム研究センターでは国立環境研究所と一緒
に、20世紀から21世紀末にかけて地球環境がどのように推移し、どのように変貌してい
くのかを調査してきた。それによると、このままの状態では、21世紀後半には地球の平均
気温は5℃近く上昇することが判明した。それに伴い、雨が降っているところはもっと雨
が強くなり、雨の降らないところはもっと乾燥するという変化が生じるといわれている。
　しかし、これもひとつの予測であって、現時点でこれを「確実だ」とは誰もいえない。
そして、このような複雑な現象に対しては、まず現象解明を進める一方で、それが不十分
であり不確実性が残る状況であっても、問題解決のための方策をとらなければならない、
ということを強調しておきたい。複数の温暖化予測モデルの提供する未来が依然として不
確実であっても、温暖化対策に手をつけないわけにはいかないのである。
　IR3sメンバーである茨城大学が調査している太平洋諸島ツバルの地域の事例を挙げよ
う。ここは海面上昇によって最も被害を受けやすい地域である。茨城大学の三村教授が撮
った写真を観てみると、海面が宅地のすぐそばまで上昇し、海岸を浸食していることが判
る。こうした事態が、どのような原因で生じたかと問われれば、単純に海面上昇だといえ
そうだが、はたして本当にそうなであろうか。そして逆に、この問題を防ぐにはどの様な
方途があるのかを探求すると、非常に多くの様々な問題を孕んでいることがわかる。そし
て、私達はこれを世界全体として、総力を挙げて取り組んでいかなければ、この問題はと
ても解決できないという結果に至ったのである，
　従来の、私が最初に挙げた公害問題の例は局所的で、もちろんその当時は深刻であった
が、現象の原因と結果の関係は明確に規定することができた；tつまり、「工場が煙を出すか
ら被害を受ける」「したがって、工場の煙を抑えれば、きれいな北九州の環境が取り戻せる」
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ということであろう，
　しかし、地球温暖化の例として挙げたような地球環境問題は非常に広範囲かっ複雑で、
原因と結果の関係が甚だ不明確である。そして、その解決策も一つの地域だけで実施され
れば充分であるはずもなく、グローバル規模での問題解決が必然的に要求されるのである．
それぞれが対策をばらばらに行っても効果はなく、総合的に実施されなくてはならない，
さらに、今はまだ顕在化していない別の問題も存在すると思われるtt
　ただしそうはいっても、とにかく解決策が探求されなくてはならないのであるから、原
因解明と問題解決を一緒に考えていくような、これまでの科学では取らなかったアプロー
チが必要になる。そうしたアブV一チを取るための新しい学術的な根拠が、このブルント
ラント女史によって提唱されたブ・レントラント委員会である，この委員会では持続可能な
開発を「次世代のニーズを損なわずに現世代のニーズを追求すること」と定義した。換言
すれば、世代間の公平性を主張し、同時に経済と環境が共存可能であるということも示唆
したのである、そして、ついにサステイナビリティ　（持続可能性）という言葉が世界のキ
ーワードになったのである．
　しかし、これは、国連において途上国と先進国が対立する中で、「経済と環境は共存可能
である」ということが言われたにすぎない。「同床異夢」という言葉が示すとおり、「開発」
あるいは「持続可能性」という概念は、その定義を巡って、先進国と途上国の人達が相互
に異なる解釈をしながら巧くやっていくための政治的用語になってしまったのである。そ
のためこの概念が本当に学術的に検討されたのか、あるいは課題解決のために具体的に議
論を展開し始めたのかを疑問視する声が世界的に広まってきたのである。
　これはもちろん私達だけではなく、世界的にその認識が高まっているのである。そのた
め、アジアに拠点を設けることで世界規模のネソトワークを作り、この問題に取り組んで
いく必要性が生じてきた。そこで、2005年8月にサステイナビリティ学連携研究機構を、
まず東京大学が立ち上げ、そこに5大学が参加するようになったのである。さらに東洋大
学を含めた4研究機関の協力を得ることで、この組織をさらに発展させっつ現在に至った
のである。
　私達はサステイナビリティを、「地球システム」「社会システム」「人間システム」と、そ
の相互関係の持続性と定義しているt：「地球システム」とは、気候システム、地圏システム、
地球生態系などであり、「社会システム」とは、政治・経済などの私達の生存を支えている
社会的な仕組みである。それに対して「人間システム」とは、人間の価値観、行動、ライ
フスタイルなどである。私達のサステイナビリィの定義は、人間システムを視野に入れて
いる点に特徴がある。
　IR3Sでは、サステイナビリティの諸問題はその三つのシステムとその相互関係に不具
合が生じているため発生していると捉えている。従って、その原因をつきとめると同時に、
今後どのような対策を講じれば、そうしたシステムとその相互関係が修復され、持続可能
な社会を創成していけるのか、その展望と道筋を是非示したいという意図から、プロジェ
クトを始動したのである。
　1地球システム」「社会システム」「人間システム」間の相互関係の不具合というのは、
例えば地球システムと社会システムの不具合の場合で言えば、ますます化石燃料を使うこ
とによって地球システムが不調になっていると指摘することができるであろうLt例えば温
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暖化の問題については、脱温暖化社会というものを考えていく必要がある。
　人々が自分達のライフスタイルをあまり変えずに、物を大量に消費し、大量のゴミを出
し、それを社会が容認し、そして行政はとにかくゴミを処理する、こういった仕組みの中
で、大量生産・大量消費・大量廃棄のシステムが作られてきた。その中で私達は、循環型
社会というものを新たに構築しなければならない。
　あるいは地球システムがもたらす自然災害や感染症といったものに対して、人間が安
全・安心な生活を営むためには、そのようなことを保障するような社会を構築する必要が
ある，このようなことを通して、持続可能な社会を目指すのが私達のイメージである。
　しかしこれまでは、それぞれの研究者が、みんなバラバラに研究を行ってきた。つまり
異分野の研究者達が同一のテーマで討議することは、ほとんどなかったのである。今後は、
そのような人達が、各々の学問の達成度に応じて、他の分野に対して自らの成果を発信し
ていく必要がある。そして、それ相互受容することで、全体の新しい理解に対して寄与す
るような学問間のキャッチボールが繰り返されなくてはならない，本当の意味での文理融
合を達成していくことが、私達の大きな課題であり、それがサステイナビリィ学の創成に
っながるのである。
　日本は非循環型社会であるc国土の7割を森林が占めているにも拘らず、木材を8割も
輸入している国になってしまった。また、広範の農地が耕作放棄地になっている。そうい
ったものを、現在日本にある企業に正しく利用してもらい、耕作放棄地でエネルギー作物
を栽培し、都市でたれ流しになっているし尿などを資源として回収すれば、実はここに、
生物資源循環社会ができるのではないか。
　山形県長井市の事例では、都市の生ゴミを農村に還元することで、都市と農村が融合す
る社会が形成されている。このことは、私が言っていることが必ずしも夢物語ではないこ
との実例となろう，これこそ私が今、あるべき社会像として提案しているものなのである。
　また、循環型社会、持続可能な社会を考えるとき、人間と自然の関係は非常に重要であ
ると思われる。鎌倉長谷の大仏の、現在と過去の二葉の写真を見てみると、大仏自体には
変化はないにも拘らず、裏山は全く変化していることが判る。昔はすべて松林だが、今は
すべて照葉樹林になっている、つまり、昔は人が手を入れて森を使っていたために、松林
であったのだが、燃料革命以降、現在では手を入れなくなったために照葉樹林に変化した
のである。この森は、実は人と距離がある森になってしまっているのである。
　このようなことを概観すると、私達は、人間・自然関係にっいて話す際、一方的に人間
が自然を征服するという考え方だけで議論をとどめるのではなく、人間がもっと自然に近
寄り、人間と自然の間の共生関係を深めていく必要があることが意識される。これこそが
現代社会に求められているものなのではないか。
　また私の幼少の頃の話に戻るが、私が小学校2年生のときに描いた絵には、子供達が川
でメダカなどを取っている風景が描かれている。自然と一体化して生活するということを、
まさに私自身が実行していたのである。
　どのようにすれば、このような仕組みを、現代社会の中で作り上げることが可能であろ
うか。「田んぼの学校」では、田んぼで子供達が色々な生活体験を重ね、それと同時に、そ
こで生き物に対する理解を深めるということが考えられている。そして、それをもう少し
発展させると、地域ぐるみで生態系再生に取り組むことが可能になるであろう。
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　上述の議論から解ることは、持続可能な社会とは、脱・温暖化社会、そして循環型社会
であるということである。脱・温暖化社会はエネルギーの問題に密接に関わっており、循
環型社会は物質の問題に関わっている。そして自然行政社会は、人と自然の調和という問
題に関わっている。このようなものを総合的に捉えつつ、広範な視野を持った取り組みが
行われる必要がある，また、それに対して市民の参加は不可欠である。そういった点では、
市民がどのように問題を理解し、自ら主体的に取り組んでいくかが非常に重要になるであ
ろう。
　ややグローバルな視点で考察するならば、国連では今「ミレニアム開発目標」が考案さ
れている。これはコフィ・アナン事務総長が盛んに発信しているが、国連では最重要課題
として次の二つを挙げている。一つは環境の持続可能性であり、もう一つは人間の安全保
障である。途上国の飢餓、貧困、初等教育、感染症、女性問題といった問題がここには含
まれ、これらも重要な問題であると思われる。
　地球システム・社会システム・人間システムのシステム間の相互関係が重要であるとい
う点から考察すると、この二つ、「環境の持続可能性」と「人間の安全保障」が浸透しあっ
て、初めてサステイナビリティ学であると考えられる。その点で、人間側の課題、人間の
価値やライフスタイル、あるいは南北格差といった問題に対する東洋大学の果敢な挑戦は、
他の大学が主として行っている環境の持続可能性の問題と相互補完的な関係になるのでは
ないかと考えられる。
　その一例として、「循環型社会」が挙げられる。「地域の循環型社会」「広域的な循環型社
会」「国全体の循環型社会」、あるいは「東アジアの循環型社会」など様々なものが考えら
れる、これを支える哲学的な根拠はほとんどない。はたして私達は「アジアの循環思想に
基づいた循環型社会」というものを構想しているのだろうかと考えると、まだまだそこま
で至っていない。このような議論を単純に、人口と自然を対立させる西洋的なアプローチ
の延長線上で行ってみても、それでは充分ではないであろう。
　逆に哲学研究の方では、「東洋の思想は大事だ」と言うだけではなく、ではその大事なこ
とが、どういった問題に、どのように反映されるかということまで解明することができる
非常に興味深い研究になると思われる。こうした点での対話可能性が拓けてくることで、
より高次の物語を編んでいくことができるであろう。
　ただ、資源・環境の制約だけで問題を考察する場合、極端に言えば「人間がいなくなれ
ば、地球環境は一番よくなる」という意見が出かねない。人間が人間として生きる社会、
そのような中でこそ共生社会の実現が目指されるべきであろうし、地球持続性と人間の安
全保障の融合を東洋思想から照射していくこと、とりわけアジアの環境をどのように考察
していくかということに貢献することを、東洋大学には期待したい。
